
３ 　３ ２０２１年（令和３年）２ 月 ２２ 日 （毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）
　

　
下
田
ガ
ス
　

　
名
倉
　
哲
士
氏
（
な
ぐ
ら

・
て
つ
じ
）
１
９
９
４
年
高

崎
経
済
大
学
経
済
学
部
卒
、

静
岡
ガ
ス
入
社
。
２
０
１
７

年
導
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

部
導
管
計
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
、

年
同
事
業
部
静
岡

導
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
導
管
建
設
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
、

年
同
セ
ン
タ
ー
本

管
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、

年
同
セ
ン
タ
ー
設
備
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
、

年
３
月
４

日
付
で
下
田
ガ
ス
社
長
に
就

任
。
静
岡
県
出
身
、

歳
。

　
日
高
都
市
ガ
ス

　
和
井
田
　
高
史
氏
（
わ
い

だ
・
た
か
し
）
１
９
８
５
年

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部

卒
、品
川
燃
料
（現
シ
ナ
ネ
ン

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
＝
シ
ナ

ネ
ン
Ｈ
Ｄ
）入
社
、２
０
０
３

年
首
都
圏
北
支
社
宇
都
宮
営

業
所
長
、

年
加
須
ガ
ス
社

長
、

年
さ
く
ら
ガ
ス
社
長
、

年
シ
ナ
ネ
ン
Ｈ
Ｄ
監
査
部

監
査
チ
ー
ム
長
を
経
て
、
今

年
４
月
の
事
業
会
社
臨
時
株

主
総
会
終
了
後
に
日
高
都
市

ガ
ス
取
締
役
就
任
予
定
、
６

月
の
事
業
会
社
定
時
株
主
総

会
終
了
後
に
社
長
に
就
任
予

定
。東
京
都
出
身
、

歳
。

　
塚
越
二
喜
男
現
社
長
は
６

月
の
事
業
会
社
定
時
株
主
総

会
終
了
後
に
ミ
ラ
イ
フ
社
長

に
就
任
予
定
。
　

　
静
岡
ガ
ス

（
３
月

日
付
）
監
査
役
　

小
林
英
文
▽
退
任
（取
締
役
）

杉
山
昭
弘
、
（
監
査
役
）
中

井
元

　
下
田
ガ
ス

（
３
月
４
日
付
）
社
長
　
名

倉
哲
士
▽
退
任
（
社
長
）
五

島
昭
浩

　
エ
ス
ジ
ー
バ
ン
ボ
ー
パ
ワ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（
３
月

日
付
）
社
長
　

晃
▽
退
任
（社
長
）村
井
陽
一

　
静
岡
ガ
ス
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ（
３
月

日
付
）
社
長
　
橋

本
新
太
郎
▽
取
締
役
　
松
本

尚
武
▽
退
任
（
社
長
）
町
野

文
重

　
清
水
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー

（
３
月
３
日
付
）
取
締
役
　

中
井
俊
裕
▽
退
任
（取
締
役
）

良
知
浩

　
静
岡
ガ
ス
リ
ビ
ン
グ

（
３
月
１
日
付
）
取
締
役
　

遠
藤
正
和
▽
退
任
（取
締
役
）

戸
野
谷
宏

　
静
岡
ガ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

（
３
月
１
日
付
）
退
任
（
取

締
役
）
岸
田
裕
之

　
静
岡
ガ
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
３
月
１
日
付
）
取
締
役
　

疋
野
雄
一
郎
▽
退
任
（
取
締

役
）
谷
仁
志

　
静
岡
ガ
ス
・
シ
ス
テ
ム
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
３
月
３
日
付
）
取
締
役
　

内
藤
貴
康
▽
退
任
（取
締
役
）

岸
田
裕
之

　
吉
田
ガ
ス

（
３
月
４
日
付
）
取
締
役
　

戸
野
谷
宏
、
加
藤
力
弥
、
廣

瀬
昌
訓
▽
退
任
（
取
締
役
）

遠
藤
正
和
、
帆
足
雅
晴

　
御
殿
場
ガ
ス

（
３
月
４
日
付
）
取
締
役
　

戸
野
谷
宏
▽
退
任
（取
締
役
）

遠
藤
正
和

　
信
州
ガ
ス

（
３
月
２
日
付
）
取
締
役
　

内
藤
貴
康
▽
退
任
（取
締
役
）

杉
山
昭
弘

　
京
葉
ガ
ス

　
（
３
月

日
付
）
常
務
執

行
役
員
（
執
行
役
員
営
業
本

部
長
営
業
企
画
部
長
）
古
市

聖
一
▽
執
行
役
員
（
情
報
シ

ス
テ
ム
部
長
）
時
岡
宏
行
、

（
供
給
企
画
部
長
）
内
海
年

雄
▽
退
任
（
取
締
役
執
行
役

員
企
画
部
長
）
安
田
明
洋

　
時
岡
　
宏
行
氏
（
と
き
お

か
・
ひ
ろ
ゆ
き
）
秋
田
大
学

鉱
山
学
部
卒
。
１
９
８
８
年

京
葉
ガ
ス
入
社
。
２
０
１
７

年
４
月
か
ら
現
職
の
情
報
シ

ス
テ
ム
部
長
。

歳
。

　
内
海
　
年
雄
氏
（
う
ち
う

み
・
と
し
お
）
神
奈
川
大
学

経
済
学
部
卒
。
１
９
９
０
年

京
葉
ガ
ス
入
社
。
２
０
２
１

年
１
月
か
ら
現
職
の
供
給
企

画
部
長
。

歳
。

◇苫小牧ガス爆発負傷事故の経緯◇
＜２月１１日＞

午後４時３０分 需要家よりガス警報器が鳴ったと通報

　 同 　４５分
　
　

通報需要家宅に日直者２人到着（内管検
査異常なし）路上マンホール、下水溝よ
りガスを検知。応援要請

午後５時３０分
　

応援３人到着。需要家宅前のマンホール
から排風作業

午後８時００分 周辺をカート式検知器で調査（異常なし）

午後１０時００分 監視要員２人が１時間ごとにガス濃度を検査

＜２月１２日＞

午前３時００分
　
　

需要家宅から約６０ｍ離れたマンホールで
爆発下限界を超えるガスを検知。排風作
業を開始

午前７時３０分 監視要員２人でボーリング検査を開始

午前８時１５分 爆発火災発生。負傷作業員を救急搬送

　 同 　５５分 近隣住民の避難が完了

午前９時１５分 応援９人が到着

　 同 　２５分 バルブを閉め、８８戸を供給停止

　 同 　４５分
　

負傷者救助でやけどを負った社員１人を
救急搬送

午後２時４０分 亀裂の入ったガス管を確認

午後４時４５分
　

ガス管の補修を完了。午後５時から開栓
作業を開始

＜２月１４日＞

正　　午 全８８戸の開栓作業を完了

　
静
岡
ガ
ス
は
２
０
２
１
～

年
の
３
カ
年
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
な
ど
、
急
速

に
変
化
す
る
事
業
環
境
に
対
応
す
べ
く
成
長
投
資
を
加
速
す
る
。
３
カ
年
の
総
投
資
額

は
５
０
０
億
円
超
と
昨
年
策
定
し
た
前
中
計
か
ら
１
０
０
億
円
上
積
み
す
る
と
と
も

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
外
事
業
等
の
成
長
事
業
へ
の
投
資
配
分
比
率
を
前
中

計
の

％
か
ら

％
へ
と
２
倍
以
上
に
引
き
上
げ
た
。

小
泉
環
境
相
（
右
上
）
を
交
え
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

　
政
府
の
「
国
・
地
方
脱
炭
素

実
現
会
議
に
お
け
る
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
係
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
第
１
回
）
」
が

日
、
ウ
ェ
ブ
会
議
方
式
で
開

催
さ
れ
た
。
鳥
取
ガ
ス
の
児
嶋

太
一
社
長
が
脱
炭
素
化
に
向
け

た
取
り
組
み
、
地
域
で
再
エ
ネ

に
取
り
組
む
た
め
の
人
材
な
ど

リ
ソ
ー
ス
確
保
の
方
策
、
地
域

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
全
国
に
広
げ
る
方
策
な

ど
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　
児
嶋
社
長
は
冒
頭
、
鳥
取
ガ

ス
と
鳥
取
市
が
共
同
出
資
で
２

０
１
５
年
に
設
立
し
た
と
っ
と

り
市
民
電
力
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。
同
社
は
小
売

電
気
事
業
、
再
エ
ネ
電
源
開
発

な
ど
を
手
掛
け
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
地
域
内

経
済
循
環
、
地
元
の
雇
用
促
進

な
ど
地
域
貢
献
に
重
き
を
置
い

て
事
業
展
開
を
進
め
て
い
る
。

　
児
嶋
社
長
は
「
主
に
一
般
家

庭
、
企
業
、
公
共
施
設
な
ど
で

順
調
に
顧
客
件
数
が
伸
び
て
お

り
、
５
期
連
続
増
収
増
益
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
新
電
力
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
成
功
例
の

一
つ
で
あ
る
」
と
好
調
な
経
営

状
況
を
紹
介
し
た
。

　
地
域
再
エ
ネ
を
右
肩
上
が
り

で
全
国
に
広
げ
る
た
め
に
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
で
き

る
体
制
が
必
要
と
し
、
「
地
方

自
治
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脱
炭

素
化
の
専
門
部
署
が
あ
れ
ば
、

非
常
に
早
く
脱
炭
素
化
は
進
む

の
で
は
な
い
か
。
長
期
的
な
目

線
で
人
材
育
成
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
提
案
し
た
。

　
地
域
で
脱
炭
素
化
を
進
め
て

い
く
に
は
、
人
材
、
資
金
な
ど

の
リ
ソ
ー
ス
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
重
要
に
な
る
。
児
嶋
社
長

は
「
人
材
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
直
接
的
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
（
都
市
ガ
ス
事
業
者
を
含
む

企
業
や
団
体
な
ど
）
を
洗
い
出

し
て
育
成
す
る
の
は
ど
う
か
」

と
話
し
た
。
そ
の
上
で
、
地
方

自
治
体
が
保
有
す
る
再
エ
ネ
電

源
の
設
備
改
修
や
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
優
先
的
に
地
域
内
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
関
与
さ

せ
、
リ
ソ
ー
ス
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

地
域
に
蓄
積
で
き
る
支
援
施
策

を
求
め
た
。

　
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
全
国

展
開
さ
せ
る
方
策
と
し
て
は
、

「自
治
体
・
事
業
者
な
ど
で
そ

れ
ぞ
れ
の
横
連
携
を
利
用
し
、

地
域
の
課
題
解
決
方
法
な
ど
最

新
状
況
を
共
有
す
る
。
そ
の
上

で
、
成
功
事
例
を
横
展
開
し
て

い
け
ば
、
『
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
』

（
先
行
す
る
好
事
例
が
一
気
に

全
国
に
広
ま
る
こ
と
）
が
起
き

て
く
る
」
と
話
し
た
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
昨
年

月

日
の
第
１
回
「
国
・
地
方
脱

炭
素
実
現
会
議
」
を
受
け
て
開

催
さ
れ
た
。出
席
者
は
、小
泉
進

次
郎
環
境
相
、
新
潟
県
津
南
町

長
や
環
境
省
、総
務
省
、農
林
水

産
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
な

ど
関
係
省
庁
の
担
当
者
。
鳥
取

ガ
ス
児
嶋
社
長
の
ほ
か
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
東
急

不
動
産
、千
葉
エ
コ
・エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
７
社
・
団
体
の
代
表
者

が
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
た
。

　
小
泉
環
境
相
は
「
今
後
の
５

年
で
先
行
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
地
域
を
創
出
し
、

地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
い
く
。
地
域
の
再
エ
ネ

拡
大
の
た
め
の
方
策
と
課
題
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
関
係
省
庁
と

参
加
者
で
考
え
を
深
め
た
い
」

と
話
し
た
。

公
募
日
程
を
変
更

３
月
ま
で
継
承
協
議

仙
台
市

　
仙
台
市
は

日
、
ガ
ス
事

業
継
承
者
の
公
募
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
変
更
す
る
と
発
表
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
な
ど
の
影
響
を
考

慮
。
円
滑
継
承
協
議
の
終
了

時
期
を
２
月
上
旬
か
ら
３
月

中
に
変
更
。
提
案
審
査
書
類

の
提
出
期
限
も
３
月
５
日
午

後
５
時
か
ら
３
月

日
午
後

５
時
に
変
更
す
る
。
優
先
交

渉
権
者
の
決
定
は
５
月
下
旬

で
変
更
は
な
い
。

　

日
午
前
８
時

分
ご

ろ
、
北
海
道
苫
小
牧
市
の
建

築
中
の
民
家
で
ガ
ス
漏
れ
が

原
因
と
み
ら
れ
る
爆
発
事
故

が
発
生
、
建
物
が
全
焼
し
、

内
装
工
事
の
作
業
員
１
人
が

全
身
や
け
ど
で
重
傷
、
救
助

に
当
た
っ
た
苫
小
牧
ガ
ス
社

員
１
人
も
両
腕
に
軽
傷
を
負

っ
た
。
全
焼
し
た
民
家
前
か

ら
約
３
㍍
離
れ
た
市
道
の
地

下
１
㍍
に
埋
設
さ
れ
た
低
圧

本
支
管
（
１
９
７
１
年
埋
設

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
１
５

０
Ａ
）
の
上
側
３
分
の
２
に

亀
裂
が
入
っ
て
お
り
、
こ
こ

か
ら
漏
れ
た
ガ
ス
が
民
家
に

流
れ
込
み
、
何
ら
か
の
原
因

で
着
火
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
前
日
の
午
後
４
時

分
ご

ろ
、
爆
発
現
場
か
ら

㍍
ほ

ど
離
れ
た
需
要
家
よ
り
ガ
ス

警
報
器
が
鳴
っ
た
と
の
通
報

が
あ
り
、
苫
小
牧
ガ
ス
社
員

が
緊
急
出
動
し
た
。
通
報
需

要
家
宅
の
内
管
に
は
異
常
が

な
く
、
路
上
マ
ン
ホ
ー
ル
や

下
水
溝
な
ど
で
ガ
ス
を
検

知
。
午
後
８
時
こ
ろ
に
周
辺

約

㍍
の
ガ
ス
管
路
線
上
を

カ
ー
ト
式
検
知
器
で
調
査
し

た
が
異
常
は
な
く
、
午
後

時
か
ら
は
１
時
間
ご
と
に
ガ

ス
濃
度
を
検
査
し
て
い
た
。

こ
の
時
点
で
は
ガ
ス
濃
度
が

爆
発
下
限
界
以
下
だ
っ
た
た

め
、
近
隣
住
民
に
は
周
知
し

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

日
午
前
３
時
に
通
報
宅

か
ら
約

㍍
離
れ
た
マ
ン
ホ

ー
ル
で
爆
発
下
限
界
を
超
え

る
濃
度
の
ガ
ス
を
検
知
し
、

排
風
作
業
を
開
始
。
午
前
７

時

分
か
ら
、
社
員
２
人
が

漏
え
い
箇
所
を
特
定
す
る
た

め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
検
査
を
行

っ
て
い
た
さ
な
か
に
爆
発
が

起
き
た
。

　
消
防
の
指
示
で
近
隣
住
民

約

人
が
一
時
避
難
。
苫
小

牧
ガ
ス
は
午
前
９
時

分
、

二
次
災
害
を
避
け
る
た
め
周

辺
の

戸
を
供
給
停
止
し

た
。
午
後
２
時

分
に
亀
裂

の
入
っ
た
ダ
ク
タ
イ
ル
管
を

確
認
、
午
後
４
時

分
に
補

修
を
完
了
し
た
。
午
後
５
時

か
ら
開
栓
作
業
を
開
始
、

日
正
午
に
全

戸
の
開
栓
を

完
了
し
た
。

　
苫
小
牧
ガ
ス
は
北
海
道
ガ

ス
か
ら
延
べ
１
１
５
人
の
応

援
を
得
て
、

日
か
ら

日

に
か
け
て
ダ
ク
タ
イ
ル
管
の

全
路
線
１
０
７
㌔
㍍
の
マ
ン

ホ
ー
ル
検
査
を
行
っ
た
。
継

ぎ
手
の
ゆ
る
み
が
数
カ
所
で

見
つ
か
っ
た
の
を
除
き
、
異

常
は
な
か
っ
た
。

　
同
社
で
は
２
０
１
６
年
８

月
に
も
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る

爆
発
負
傷
事
故
（
負
傷
者
１

人
が

日
後
に
死
亡
）
が
起

き
て
い
る
。
地
下
１
・
６
㍍

に
埋
設
さ
れ
た
中
圧
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
２
０
０
Ａ
が
、

強
い
腐
食
性
土
壌
や
近
く
の

河
川
の
影
響
で
「
黒
鉛
化
」

と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
腐
食
を

起
こ
し
た
こ
と
が
原
因
で
、

今
回
の
状
況
と
は
異
な
る
。

　

年
の
事
故
を
受
け
、
中

圧
ダ
ク
タ
イ
ル
管
に
つ
い
て

は

年
計
画
で
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
被
覆
鋼
管
な
ど
へ
の
入
れ

替
え
を
進
め
て
い
た
が
、
低

圧
管
に
つ
い
て
は
白
ガ
ス
管

の
対
策
を
優
先
し
、
ダ
ク
タ

イ
ル
管
は

年
度
以
降
に
対

策
を
開
始
す
る
計
画
だ
っ
た

と
い
う
。

　
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
は
ね

ず
み
鋳
鉄
管
と
は
異
な
り
、

亀
裂
や
破
断
は
生
じ
に
く
い

と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
苫

小
牧
ガ
ス
で
ダ
ク
タ
イ
ル
管

に
亀
裂
が
生
じ
た
原
因
は
現

時
点
で
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
今
回
事
故
が
起
き
た
路
線

は
、

年
７
月
の
法
定
点
検

時
に
は
ガ
ス
漏
れ
は
確
認
さ

れ
ず
、

年
に
全
て
の
ダ
ク

タ
イ
ル
管
を
対
象
に
行
っ
た

自
主
点
検
で
も
異
常
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

　
経
済
産
業
省
は

日
、
総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

資
源
・
燃
料
分
科
会
の
石
油

・
天
然
ガ
ス
小
委
員
会
を
開

催
し
、
２
０
３
０
年
お
よ
び

年
を
見
据
え
た
石
油
・
天

然
ガ
ス
政
策
の
方
向
性
を
整

理
し
た
。
今
後
、
事
務
局
の

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
具
体

策
を
検
討
し
、
４
～
５
月
ご

ろ
に
開
催
す
る
次
回
会
合
で

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
次

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

反
映
さ
せ
る
。
ア
ジ
ア
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
市
場
拡
大
の
た
め
の
官

民
に
よ
る
１
０
０
億
㌦
の
支

援
枠
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
省
エ
ネ
に
も
使
え
る
よ

う
に
す
る
。

　

月
の
前
々
回
会
合
で

は
、
検
討
項
目
と
し
て
「
我

が
国
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
実
現
に
向
け

た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
戦
略
的
活
用
」

な
ど
５
項
目
を
挙
げ
て
い
た

が
、
こ
れ
を
三
つ
の
審
議
項

目
に
整
理
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
と
方
向
性
を
示
し
た
。

　
審
議
項
目
１
は
「
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
安
定
供
給
確
保

と
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
お
よ

び
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
炭
素
回
収
・
貯

留
）
適
地
の
導
入
・
確
保
の

た
め
の
体
制
構
築
」
。

年

Ｃ
Ｎ
達
成
に
向
け
て
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
総
需
要
は
中
長

期
的
に
減
少
す
る
が
、
こ
れ

ら
を
直
ち
に
手
放
す
リ
ス
ク

は
大
き
い
と
指
摘
。
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
自
主
開
発
費
率

目
標
を
引
き
上
げ
る
方
向
性

を
打
ち
出
し
た
。

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
関
し
て
は
中
長

期
的
に
仕
向
け
地
柔
軟
化
や

契
約
多
様
化
な
ど
を
通
じ
て

市
場
の
流
動
化
と
ア
ジ
ア
Ｌ

Ｎ
Ｇ
市
場
の
拡
大
を
推
進
す

る
。
年
初
の
電
力
需
給
ひ
っ

迫
お
よ
び
Ｌ
Ｎ
Ｇ
在
庫
の
減

少
を
踏
ま
え
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
在
庫

の
急
激
な
減
少
に
耐
え
う
る

短
期
施
策
も
検
討
す
る
。

　
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
原

料
と
し
て
の
利
用
も
見
据
え

て
、
天
然
ガ
ス
資
源
国
と
の

関
係
を
維
持
・
強
化
す
る
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
を
含

む
国
内
資
源
開
発
も
継
続
す

る
。
国
内
資
源
は
開
発
を
前

倒
し
し
、
早
期
の
商
業
化
を

図
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
適
地
を
新
た

な
「
資
源
」
と
捉
え
、
こ
れ

ら
の
確
保
に
向
け
て
石
油
天

然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機

構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
の
支

援
機
能
強
化
を
検
討
す
る
。

　
審
議
事
項
２
は
「
我
が
国

お
よ
び
ア
ジ
ア
の
化
石
燃
料

の
脱
炭
素
化
」
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に

は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る

一
方
で
経
済
性
が
な
い
た

め
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｃ
Ｃ

Ｓ
を
通
じ
た
上
流
開
発
の
脱

炭
素
化
の
支
援
策
を
検
討
す

る
。
欧
州
を
中
心
と
す
る
国

際
金
融
市
場
で
は
、
化
石
燃

料
か
ら
の
投
資
撤
退
（
ダ
イ

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
）
が
さ
ら
に

加
速
化
し
て
い
る
が
、
日
本

と
し
て
は
１
０
０
億
㌦
の
支

援
枠
な
ど
を
通
じ
て
、
ア
ジ

ア
の
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

移
行
を
支
援
し
て
い
く
。

　
審
議
事
項
３
は
「
包
括
的

資
源
外
交
と
人
材
育
成
・
獲

得
」
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
に

加
え
、
将
来
的
な
水
素
、
ア

ン
モ
ニ
ア
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
適
地
と

い
っ
た
新
た
な
資
源
の
権
益

獲
得
を
狙
い
、
資
源
国
と
の

関
係
を
強
化
す
る
。
ア
ジ
ア

に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
イ
ン
フ
ラ

ビ
ジ
ネ
ス
の
獲
得
を
金
融
面

か
ら
支
援
す
る
こ
と
で
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
安
定
供
給
を
確
保
す

る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
の
脱
炭
素
化
に

向
け
て
、
多
国
間
枠
組
み
を

通
じ
た
協
力
や
ル
ー
ル
整
備

を
推
進
す
る
。

　
学
生
を
引
き
付
け
る
情
報

発
信
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

す
る
。

　
成
長
事
業
は
当
面
、
太
陽

光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
地
元
を
中
心
に
重
点
的

に
投
資
す
る
。
分
散
型
電
源

の
導
入
を
増
や
す
こ
と
で
、

将
来
、
地
域
内
の
電
力
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
相
互
融
通
で
き

る
事
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

指
す
。

　
再
エ
ネ
事
業
は
現
状
、
立

ち
上
げ
初
期
の
段
階
に
あ

り
、
今
後
３
年
か
け
て
累
計

開
発
容
量
を
３
万
㌔
㍗
超
へ

と
引
き
上
げ
て
い
く
。

　
海
外
事
業
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
主
に
東
南
ア
ジ
ア

に
お
い
て
、
燃
料
転
換
や
天

然
ガ
ス
発
電
、
屋
根
置
き
太

陽
光
発
電
の
開
発
な
ど
現
地

の
低
炭
素
・
脱
炭
素
化
に
貢

献
す
る
事
業
に
重
点
投
資
す

る
。
日
本
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し

て
い
く
。

　
電
力
販
売
事
業
は
、
低
圧

を
中
心
に
シ
ェ
ア
拡
大
を
目

指
す
。
使
用
中
戸
数
は
昨
年

９
月
に
５
万
５
０
０
０
件
に

到
達
し
、
そ
の
後
も
月
１
０

０
０
件
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
が

続
い
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら

に
人
材
を
投
入
し
、
各
種
施

策
を
展
開
し
て
、
顧
客
獲
得

営
業
を
大
幅
に
強
化
す
る
。

顧
客
件
数
、
販
売
量
と
も
に

年
率

～

％
増
や
す
ペ
ー

ス
で
拡
大
を
目
指
す
。
電
力

販
売
は
当
初
、
都
市
ガ
ス
供

給
エ
リ
ア
を
中
心
に
開
拓
を

進
め
た
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど

グ
ル
ー
プ
事
業
や
オ
ー
ル
電

化
住
宅
な
ど
へ
も
対
象
を
広

げ
る
。

　
基
盤
事
業
に
関
し
て
は
、

天
然
ガ
ス
の
普
及
拡
大
・
高

度
利
用
の
推
進
に
よ
る
低
炭

素
化
を
よ
り
強
力
に
推
進
す

る
。
３
カ
年
累
計
で
産
業
用

・
業
務
用
合
わ
せ
て
９
０
０

０
万
立
方
㍍
を
超
え
る
都
市

ガ
ス
需
要
の
開
拓
と
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
設
置
容
量
の
拡
大

（
３
万
㌔
㍗
増
の

万
㌔
㍗

超
へ
）
を
目
指
す
。


